
保
育
部
会
は
８
月

22日
、

今
年
で
９
回
目
と
な
る
「
県

子
育
て
支
援
課
懇
談
」
を
実

施
し
、
８
単
組

11人
が
参
加

し
ま
し
た
。

①
保
育
士
負
担
軽
減
に
つ

い
て
、
県
か
ら
「
Ｈ

30年
３

月
に
東
・
中
・
南
予
地
方
局

で
自
治
体
独
自
で
軽
減
策
を

検
討
す
る
会
を
市
町
の
情
報

共
有
の
た
め
開
催
。
そ
の
際
、

地
方
局
ご
と
の
監
査
委
員
も

参
加
し
、
そ
れ
を
受
け
自
治

体
で
い
ろ
い
ろ
な
策
や
工
夫

が
な
さ
れ
て
い
る
」
と
の
見

解
に
、
参
加
し
た
保
育
士
か

ら
「
４
月
か
ら
市
独
自
書
類

の
廃
止
や
軽
減
な
ど
が
伝
え

ら
れ
、
な
ぜ
か
と
思
っ
て
い

た
が
理
由
が
わ
か
っ
た
。
監

査
委
員
も
入
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
安
心
し
た
」
と
発

言
。②
災
害
対
策
で
は
、
県
は

「
国
の
『
Ｈ

28非
常
災
害
対

策
計
画
』
以
前
に
県
は
『
Ｈ

24施
設
防
災
計
画
』
を
策
定

し
、
策
定
の
有
無
が
監
査
項

目
に
な
っ
て
い
る
」
と
説
明
。

参
加
者
の
「
災
害
時
の
休
園

判
断
に
県
が
一
定
の
基
準
を

示
し
て
ほ
し
い
」
の
要
望
に

「
自
治
体
や
各
園
で
立
地
条

件
な
ど
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

で
計
画
を
立
て
て
ほ
し
い
。

基
準
を
つ
く
る
と
そ
れ
に
と

ら
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
」
と
回
答
。
懇
談
の
な

か
で
「
命
を
最
優
先
す
る
」

と
い
う
認
識
は
共
有
で
き
、

参
加
者
が
「
可
能
な
限
り
保

育
園
は
開
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
意
識
が
私
た
ち

に
も
園
長
に
も
あ
る
。
『
休

園
の
措
置
も
あ
る
』
と
い
う

こ
と
を
市
町
や
園
に
示
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
訴
え
ま
し
た
。

③
保
育
士
不
足
で
は
、
県

は
「
県
外
保
育
士
が
県
内
に

就
職
す
る
と
き
の
助
成
制
度

を
設
け
た
。
政
府
の
打
ち
出

し
て
い
る
無
償
化
に
よ
っ
て

保
育
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
さ

ら
な
る
保
育
士
不
足
を
懸
念

す
る
。
無
償
化
に
は
賛
成
だ

が
来
年
４
月
か
ら
と
い
う
タ

イ
ト
さ
に
自
治
体
側
も
現
場

も
対
応
し
き
れ
な
い
の
で
は

と
困
っ
て
い
る
」
な
ど
見
解
。

参
加
者
か
ら
「
今
回
の
災
害

の
状
況
」
や
「
保
育
士
・
給

食
調
理
員
不
足
の
状
況
」
を

訴
え
ま
し
た
。
午
前
中
は
保

育
部
会
幹
事
会
で
職
場
状
況

を
交
流
し
ま
し
た
。

■
８
月

18・

19日
、
高
知
自

治
労
連
か
ら
と
県
内
組
合
員

計

21人
が
、
宇
和
島
市
吉
田

地
区
で
《
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
》
に
参
加
。
Ｊ
Ａ
え
ひ
め

南
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
指
示
で
立
間
地
区
の
『
み

か
ん
畑
』
で
、
流
入
土
砂
の

撤
去
を
行
い
ま
し
た
。
谷
筋

奥
深
く
に
入
っ
た
傾
斜
地
に

入
り
シ
ャ
ベ
ル
や
ク
ワ
・
一

輪
車
を
使
い
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
み
か
ん
の
木
の
周
辺
を

元
の
土
ま
で
掘
り
起
こ
し
た

り
、
土
砂
で
埋
ま
っ
た
モ
ノ

ラ
ッ
ク
の
レ
ー
ル
を
掘
り
出

し
て
い
き
ま
し
た
。
み
か
ん

農
家
の
宮
本
さ
ん
は
「
本
当

に
助
か
り
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
支
援
を
受
け
て
、
な
ん
と

か
少
し
で
も
年
内
に
出
荷
し

た
い
ん
で
す
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

■
８
月

19日
に
は
岩
手
自
治

労
連
の
７
人
と
県
内
組
合
員

が
西
予
市
野
村
地
区
で
《
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
》
を
実
施
。

午
前
は
２
班
に
別
れ
、
『
野

村
保
育
園
』
の
片
づ
け
と

『
野
村
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
』

業
務
手
伝
い
を
行
い
ま
し
た
。

保
育
園
は
建
物
解
体
が
決
ま

り
、
手
付
か
ず
で
し
た
が

「
そ
の
ま
ま
と
い
う
の
も
よ

く
な
い
」
と
の
声
も
あ
り
片

づ
け
に
着
手
。
壊
れ
た
倉
庫

や
遊
具
を
撤
去
し
た
り
、
２

階
の
屋
根
に
ひ
っ
か
か
っ
た

園
庭
の
遊
具
を
降
ろ
し
た
り
、

10人
が
か
り
で
プ
ー
ル
を
元

に
戻
す
な
ど
の
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
片
付
け
に
参
加
し

た
地
元
保
育
士
さ
ん
は
「
取

り
壊
さ
れ
る
の
は
寂
し
い
…

で
も
前
を
向
い
て
頑
張
り
た

い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

■人事院が「働き方改革と勤務環境の整備」について報告（8月10日）※以下抜粋要約

①長時間労働の是正 … 超過勤務命令の上限を人事院規則において原則１月45時間・

１年360時間と設定する。他律的業務の比重の高い部署は１月100時間・１年720時間。

大規模な災害への対応など真にやむを得ない場合には上限を越えることができるこ

ととし、事後的な検証を義務付ける。１月100時間以上の超過勤務を行った職員に対

する医師による面接指導の実施など職員の健康確保措置を強化する。１年の年次休

暇の日数が10日以上の職員が年５日以上の年次休暇を使用できるよう配慮する。

②仕事と家庭の両立支援、心の健康づくりの推進 … 本年３月に発出した『両立支援

に係る指針』の内容の徹底、不妊治療を受けやすい職場環境の醸成、心の健康づく

りの推進、『過労死等防止対策大綱』に基づく取り組みを実施する。

③ハラスメント防止対策 … 検討会を設けるなど外部有識者意見も聞きながら、公務

におけるパワハラ対策を検討する。

④非常勤職員の適切な処遇の確保 … 休暇については、民間の状況もふまえ「慶弔」

に係る休暇について措置する。

（１） 第５００号

自 治 労 連 愛 媛 ２０１８年 ９月２０日

第 ５００ 号

日 程

【９月】

15 県本部拡大執行委員会

市職評議会定期総会

東予総支部定期総会

18 県人事委員会要請（県庁）

24 県本部バレー大会（今治）

26 県市町会長要請

南予総支部定期総会

27 公企評水道職場訪問

29 女性部幹事会

保健師部会

青年部幹事会。交流会

医療介護評幹事会

四国Ｂ野球大会（砥部）

【10月】

１ 愛媛自治体退職者会総会

３ 県町村会長要請

町村職評議会総会

６ 全国自治研集会

（高知～７）

10･11･15

県本部統一要求提出

13 県本部拡大執行委員会

21 県自治研集会

（今治）

22 医療会議評要請行動



８
月

10～

11日
、
暑
く
熱

い
高
知
で
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

青
年
部
は
「
よ
さ
こ
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
本
番
『
よ
さ

こ
い
祭
り
』
に
参
加
。
高
知

自
治
労
連
青
年
部
が
主
体
で

準
備
し
当
日
を
迎
え
、
踊
り

子

80人
超
、
ス
タ
ッ
フ
、
子

ど
も
も
含
め
１
０
０
人
以
上

が
四
国
４
県
か
ら
参
加
。
愛

媛
は
災
害
復
旧
活
動
が
土
日

も
行
わ
れ
る
関
係
で
キ
ャ
ン

セ
ル
も
あ
り
５
人
が
参
加
。

チ
ー
ム
名
は
『
高
知
自
治
労

連
青
年
部
Ｅ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ａ
』
。

由
来
は
「
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
青

年
が
一
緒
に
『
踊
っ
て
笑
っ

て
肩
組
ん
で
え
い
や
ん
か
！
』

と
よ
さ
こ
い
を
楽
し
む
」
。

青
年
部
の
踊
り
子
が
初
め
て

一
堂
に
会
す
る

10日
は
５
カ

所
、

11日
は
６
カ
所
の
競
演

場
・
演
舞
場
で
踊
り
ま
し
た
。

最
初
は
地
元
高
知
の
踊
り
子

も
、
県
外
の
踊
り
子
も
、
み

ん
な
硬
さ
が
あ
っ
た
も
の
の

終
盤
に
つ
れ
笑
顔
と
踊
り
の

両
方
が
良
く
な
り
、
最
後
ま

で
や
り
き
り
ま
し
た
。
西
条

市
職
労
の
浅
木
さ
ん
が
追
手

筋
競
演
場
で
『
笑
顔
と
元
気

み
な
ぎ
る
踊
り
子
』
へ
送
ら

れ
る
『
朱
色
の
花
メ
ダ
ル
』

（
な
か
な
か
も
ら
え
な
い
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。
最
後
の

帯
屋
町
演
舞
場
を
終
え
て
、

原
山
よ
さ
こ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
委
員
長
（
高
知
自
治

労
連
青
年
部
書
記
長
）
が

「
今
日
を
迎
え
ら
れ
て
感
無

量
で
す
」
と
締
め
。
愛
媛
参

加
者
か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
。

よ
さ
こ
い
祭
り
に
出
ら
れ
て

貴
重
な
経
験
が
で
き
た
」
な

ど
の
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
『
Ｅ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ａ
』

の
踊
り
は
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
も
見
ら
れ
ま
す
。

市
立
宇
和
島
病
院
労
組
は

８
月

10日
、
病
院
総
務
管
理

課
と
看
護
部
長
室
を
訪
問
し
、

災
害
復
旧
業
務
に
従
事
す
る

病
院
職
員
へ
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
と
飴
（
塩
分
補
給
・
熱

中
症
対
策
用
）
の
『
差
し
入

れ
』
に
「
お
つ
か
れ
さ
ま
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
添
え
て
届
け
ま

し
た
。
大
下
委
員
長
よ
り
手

渡
さ
れ
た
課
長
補
佐
は
「
あ

り
が
た
く
い
た
だ
き
ま
す
」

と
さ
っ
そ
く
職
員
に
配
る
手

配
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
同

日
宇
和
島
市
職
も
、
先
週
に

続
き
飲
料
と
お
菓
子
類
の

『
差
し
入
れ
』
を
各
部
署
に

届
け
ま
し
た
。
津
島
支
所
で

は
１
Ｆ
ロ
ビ
ー
に
「
お
疲
れ

様
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
添
え
た

冷
え
た
飲
み
物
・
お
菓
子
を

設
置
。
訪
問
し
た
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、
受
け
取
っ

た
職
員
さ
ん
が
『
に
こ
や
か

な
表
情
』
で
話
し
て
く
れ
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。

８
月

18日
、
今
年
で

11回

目
と
な
る
「
非
正
規
・
公
務

公
共
の
全
県
学
習
会
」
に

16

単
組
支
部

25

人
が
参
加
。

「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」

へ
の
《
要
求
と
組
織
の
課
題
》

に
つ
い
て
、
講
師
の
篠
原
勇

さ
ん
（
千
葉
県
本
部
副
委
員

長
）
の
話
を
聞
き
、
質
疑
と

意
見
交
換
。
①
制
度
の
目
的

「
地
方
行
政
の
重
要
な
担
い

手
と
な
っ
て
い
る
臨
時
・
非

常
勤
職
員
の
適
正
な
任
用
・

勤
務
条
件
を
確
保
す
る
」
を

重
視
し
た
要
求
、
②
今
年
の

秋
～
年
末
が
条
例
化
に
向
け

た
労
使
交
渉
の
山
場
、
総
務

省
も
示
し
た
「
職
員
団
体
・

労
働
組
合
と
の
交
渉
・
協
議
」

の
必
要
性
、
③
組
合
は
「
共

通
要
求
」
と
「
職
種
ご
と
の

具
体
的
要
求
」
を
ま
と
め

『
要
求
書
』
を
提
出
し
、
当

事
者
の
組
合
加
入
で
、
労
使

協
議
・
交
渉
の
段
階
に
移
る
、

と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は
８
月

14日

市
庁
舎
大
会
議
室
で
「
ア
イ

ロ
ン
が
け
教
室
」
を
開
催
し

22人
（
子
ど
も
・
組
合
員
Ｏ

Ｂ
も
）
が
参
加
。
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
先
般
実
施
し
た

伊
予
市
商
工
会
議
所
青
年
部

と
の
交
流
会
で
、
石
田
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
社
長
の
清
本
有
策
さ

ん
に
提
案
し
、
快
く
引
き
受

け
て
い
た
だ
き
実
現
。
教
室

は
ま
ず
清
本
さ
ん
が
ワ
イ
シ
ャ

ツ
の
ア
イ
ロ
ン
が
け
を
実
演
。

一
番
格
好
良
く
見
え
る
細
部

を
重
点
的
に
か
け
て
か
ら
、

全
体
に
ア
イ
ロ
ン
を
当
て
る

な
ど
、
コ
ツ
を
交
え
な
が
ら

の
手
さ
ば
き
は
『
さ
す
が
プ

ロ
』
。
そ
の
後
班
に
分
か
れ
、

持
参
し
た
衣
類
の
ア
イ
ロ
ン

が
け
に
挑
戦
。
最
後
に
油
性

マ
ジ
ッ
ク
な
ど
の
し
み
抜
き

を
実
演
。
参
加
者
か
ら
「
思
っ

て
た
以
上
に
楽
し
か
っ
た
」

「
こ
う
い
う
講
習
会
は
今
後

も
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
」
な

ど
感
想
が
あ
り
、
大
満
足
の

教
室
と
な
り
ま
し
た
。

８
月

25～

28日
、
大
阪
府

で
「
自
治
労
連
第

40回
全
国

大
会
」
が
開
か
れ
、
愛
媛
か

ら

15単
組

35人
が
参
加
。

25

日
《
事
前
会
議
》
で
は
、
各

部
評
総
会
に
参
加
。

26～

28

日
《
定
期
大
会
》
で
は
「
安

倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
『
全
体
の
奉

仕
者
』
の
役
割
を
発
揮
し
て
、

憲
法
が
い
き
る
地
域
・
職
場

を
つ
く
ろ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
、
全
国
の
実
践
と
教
訓
・

課
題
を
出
し
あ
い
「
運
動
方

針
」
を
決
定
。
大
会
討
論
で
、

愛
媛
か
ら
宇
和
島
病
院
労
組
・

大
下
委
員
長
と
西
予
市
職
労
・

和
気
委
員
長
が
発
言
。
ま
と

め
で
は
「
住
民
生
活
守
る
人

員
増
」
「
災
害
に
強
い
自
治

体
づ
く
り
」
運
動
が
『
重
点

課
題
の
一
つ
』
と
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

■
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
夏
が
こ

ん
な
に
暑
い
と
、
先
行
き
が

不
安
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
西
条
・
山
内
）

■
今
年
の
夏
は
今
ま
で
に
無

い
暑
さ
で
し
た
。
趣
味
の
バ

イ
ク
を
転
が
し
て
Ｕ
Ｆ
Ｏ
ラ

イ
ン
に
行
っ
て
涼
む
の
が
今

の
も
っ
と
も
や
っ
て
み
た
い

こ
と
で
す
。

（
今
治
一
般
・
越
智
）

■
今
年
、
新
採
と
し
て
市
役

所
に
入
庁
し
、
組
合
の
一
員

と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

先
輩
方
か
ら
教
わ
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
で
大
変
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す

!!

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
２
児
の
母
に
な
り
、
毎
日

ば
た
ば
た
で
す
が
、
実
家
の

み
ん
な
や
周
り
の
サ
ポ
ー
ト

の
あ
り
が
た
さ
を
い
つ
も
感

じ
て
い
ま
す
。
感
謝
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
い
つ
も
あ
り
が

と
う
。

（
新
居
浜
・
小
倉
）

■
今
年
は
何
度
も
立
て
続
け

の
台
風
の
襲
来
に
鉢
植
え
を

移
動
さ
せ
て
疲
弊
し
て
い
ま

す
。
ど
う
か
今
近
づ
い
て
い

る

21号
、
事
な
く
去
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
ま
す
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
９
～

10月
に
小
さ
な
花
を

咲
か
せ
る
シ
ソ
の
花
っ
て
ご

存
知
で
す
か
？
花
言
葉
は

『
力
が
蘇
る
』
。
こ
の
夏
の

災
害
か
ら
数
カ
月
経
ち
ま
し

た
が
、
本
当
の
復
興
に
は
ま

だ
ま
だ
で
す
。
く
じ
け
ず
に

前
を
向
い
て
一
歩
一
歩
進
ん

で
い
き
た
い
！

（
宇
和
島
・
竹
田
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５００号

２０１８年 ９月２０日

■
４
９
８
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ア
ク
タ
ガ
ワ
リ
ユ
ウ

ノ
ス
ケ
」
（
芥
川
龍
之
介
）

で
し
た
。
正
解
は

10通
で
し

た
。
正
解
者
の
な
か
か
ら
５

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進

呈
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

大
坪
徹
也
（
新
居
浜
）

杉
ま
き
子
（
西
条
）

井
上
裕
也
（
西
予
）

小
林
弘
樹
（
津
島
吉
田
）

竹
森
千
晶
（
西
予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】

10月

27日
【
発

表
】
５
０
２
号
（

12月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①株価が上昇する。その人の評判がよくなる

④かくかく○○○○

⑦アトリエ、録音室など。ヒット○○○○

⑧言語表現による芸術作品。純○○○○

⑨半額＝５○○○○

【タテのカギ】

①権利保全などのために、裁判所により

暫定的になされる処分

②インド北部の大河。ヒンドゥー教徒は

「聖なる川」と

③にんげんばんじさいおう○○ま

⑤とろみをつけるのに○○○○粉を使う

⑥物事の始終に適当な好機。

そろそろ○○○○か

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
９
文
字
で
、

ざ
っ
く
り
し
て
い
る
こ
と
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


